
◎基本情報

○ 対象 ● 対象外

● 経常経費 ○ 臨時的経費 ○ 内部管理　　 ○ 法定経費 ○ 指定管理費

○ 直営　 ● 一部委託 ○ 全部委託　 ○ 補助・助成　 ○ その他

□ 企画 □ 実施 □ 評価 □ 対象外

指標2の評価、未達理由、今後の
考え方

今年度の見直し
内容

令和７年度は現行制度のまま実施。
令和８年４月からの制度変更に対応するための準備期間。

来年度以降の方
向性

令和８年４月より、①対象年齢の引き上げ（７０歳→７５歳）、②自己負担割合の引き上げ（１０～２４．３％→一律５０％）、③チャージ上限額（７万
円→４万円）の引き下げを実施する。※令和７年度末までに敬老優待乗車証を所有されている方には経過措置が適用される。

↓

アウトカム
成果指標2

という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

指標1の評価、未達理由、今後の
考え方

目標には届かなかったものの、令和６年度のＩＣカード交付人数は令和５年度実績から９，０９５人増加してお
り、多くの高齢者の方に所有していただいている状況である。令和７年度目標は年度当初交付者と年度内交
付者の推計。

アウトプット
活動指標2

という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

369,520人 379,376人 378,615人 397,302人 387,390人 377,122人

↓

アウトカム
成果指標1

ICカード交付者数（年度末時点） という状態にしたい、成果を挙げたい

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定 令和9年度予定

令和9年度予定

369,520人 379,376人 378,615人 397,302人 387,390人 377,122人

人工

指標

アウトプット
活動指標1

ICカード交付者数（年度末時点） という活動、業務を行うことで

令和5年度実績 令和6年度予定 令和6年度実績 令和7年度予定 令和8年度予定

1.5 人工

令和7年度予算額 6,802,334 千円 うち特定財源 1,225,489 千円 正規職員業務量 1.5

正規職員業務量 1.5 人工

令和6年度決算額 5,716,482 千円 うち特定財源 1,288,112 千円 正規職員業務量

千円 正規職員業務量 1.5 人工

令和6年度予算額 6,553,082 千円 うち特定財源 1,107,234 千円

どのような状態にしたい
（状態を維持したい）

高齢者増加に伴う事業費の増大や受益偏在の課題に応じた見直しを行い、令和８年４月から制度の見直しを実施する。

他都市の状況

他の政令指定都市でも同様の事業を実施しているが、見直しを検討する動きがある。

市民参加の実施

令和5年度決算額 5,237,289 千円 うち特定財源 1,151,341

施策名 －

アクションプラン

事業の性質

事
業
内
容

事業の背景（現在の状況、社会
的課題）

多年にわたり社会の発展に寄与してきた高齢者を敬愛するとともに、外出を支援し、明るく豊かな老後の生
活の充実を図ることを目的とし、昭和５０年より事業を開始。
令和６年度の敬老優待乗車証の交付率は、本事業の対象となる７０歳以上の高齢者（４４２，１８１人）のうち８５．６％（３７８，６
１５人）となった。
現行制度では高齢者増加に伴う事業費の増大、市民一人あたり負担額の増加や約１割の高額チャージ者（５～７万円）により、
総助成額の５割強を占める受益偏在が課題となっている。

事業内容
（何を実施し）

市内の対象交通機関を１，０００円～１７，０００円の利用者負担で、１０，０００円～７０，０００円分
利用できる敬老優待乗車証を７０歳以上の高齢者に交付する。

事業名 敬老優待乗車証交付費
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